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災害の現状（小学校）

加入者数
（加入率） 災害発生件数 災害発生率 主な場面

令和4年度 6,182,954人
（99.8％） 281,768件 4.56％ 各教科等32.8％、休憩時間46.7％

特別活動8.5％、通学中8.6％

平成30年度 6,417,329人
（99.9％） 344,087件 5.36％ 各教科等29.1％、休憩時間47.9％

特別活動8.8％、通学中8.0％

平成27年度 6,492,495人
（99.9％） 372,108件 5.73％ 各教科等28.5％、休憩時間47.6％

特別活動9.4％、通学中7.8％

災害件数、発生率は減少傾向にある。
全体が減少していく中で、教科指導中、通学中の災害の割合が増加している。（この傾向は中学、高校でも同様）

出典：日本スポーツ振興センター「学校の管理下の災害」



災害の現状（幼稚園等）

加入者数（加入率） 災害発生件数 災害発生率

令和4年度

合計：3,139,605人
幼稚園732,936人（79.3％）
こども園694,115人（84.5％）
保育所等1,712,554（80.2％）

合計：71,927件
幼稚園：14,136件
こども園：17,173件
保育所等：40,618件

合計：2.29％
幼稚園：1.93％
こども園：2.47%
保育所等：2.37%

平成30年度

合計：3,274,556人
幼稚園966,359人（79.9％）
こども園511,034人（84.6％）
保育所等1,797,163（82.8％）

合計：70,314件
幼稚園：17,323件
こども園：11,714件
保育所等：41,277件

合計：2.15％
幼稚園：1.79%
こども園：2.29%
保育所等：2.30%

平成27年度

合計：3,251,153人
幼稚園1,123,617人（80.0％）
こども園247,250人（87.9％）
保育所等1,856,641（83.2％）

合計：64,704件
幼稚園：19,272件
こども園：5,313件
保育所等：40,119件

合計：1.99％
幼稚園：1.72%
こども園：2.15%
保育所等：2.16%

災害件数、発生率は増加傾向にある。
加入率は、年々減少している。

出典：日本スポーツ振興センター「学校の管理下の災害」



小学校での事故を防止するために
• 多くの事故は休憩中、教科指導中に発生している

【休憩時間中】
• 休憩時間中の教職員の巡視体制の構築
• 学年が混在して遊ぶリスクの理解
• 休憩時間中に行われる運動（スポーツ）のリスク

• 用具の使用、ウォーミングアップ、スペースの確保など

【教科指導 ＊主に体育】
• 個々の発達や技量等を踏まえた教師の適切な指導
• 老朽化に加え、設備の固定やスペースの確保といった施設設備の安全点検
• 児童の運動能力（体力、筋力など）の向上



他の学校種に比べて骨折事故の占める割合が高い

【体育活動中】
中学校 → 36.3％
高等学校 → 32.3％

【運動部活動中】
中学校 → 63.6％
高等学校 → 64.0％

体育活動中の災害における骨折事故の占める割合

出典：JSC骨折事故防止パンフレット
「なくそう！骨折事故」



JSC骨折事故防止パンフレット 「なくそう！骨折事故」



幼稚園での事故を防止するために

【発生率の増加の背景】
• 慢性的な人材不足
• 幼稚園からこども園への移行に伴う問題

• 施設や設備が不十分
• 非正規職員の増加

【災害共済給付制度への加入率の向上】
⇒事前配布資料（災害共済給付制度概略）参照
• 民間保険と災害共済給付制度の目的が理解されていない

• 被害者の救済だけではない
• 掛金や事務作業等を園が負担することの意味

• 責任と役割分担



乳幼児（0～6歳）の事故の傾向と
事故防止対策を掲載し、成⾧途上
の乳幼児に起こる様々な事故につ
いて、未然に防ぐための情報をま
とめている。

出典：JSC幼稚園・保育所等の事故防止パンフレット
「なくそう！保育中の事故」



事故防止の視点（ヒヤリハット）
「ハインリッヒの法則」＝「１：２９：３００」

死亡を含む重大災害が１件発生する場合、２９件の軽傷
の災害が起きており、さらに３００件のヒヤリ・ハット
（ニアミス）事故が発生している。

ヒヤリハットの時点で問題を把握し、次のヒヤリハット
を防ぐ取り組みを実施する。

ヒヤリハットは既に事故と認識すべき！

☆他の幼稚園や小学校で起こった事故から学ぶ

・他校で起こったことは自校でも起こる可能性

・ハインリッヒの法則に照らしてみれば…


